
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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　経常収支比率が2年連続で100%を達成しているが、
医業収支比率が60%台で推移しており、本来の医業活
動から生じる医業収益だけで賄われている状況ではな
い。
　当地域唯一の中核病院として少子高齢化で人口減少
が進む地域において、地域医療構想における当院の役
割を考え、地域のニーズに沿った病院運営を進めると
もに、患者中心の優しさと思いやりのある地域医療の
推進に努める。
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51,693,788 52,097,471 52,895,353

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,462,126 34,878,088 36,094,355

全体総括

平均値 19.2 19.0 17.9 17.9 17.4平均値 60.6 65.0 67.5 67.5 69.5

7.9当該値 52.8 62.2 59.0 45.3 45.4

平均値 31,111

当該値 21.4 17.1当該値 9,894 8,499 7,042 8,054 8,13228,097 27,734 10.9 8.5当該値 27,480

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 8,603 8,471 8,736 8,79724,371 24,882

2. 老朽化の状況について

　本館棟は耐震化改築工事により2013年に新館となっ
たが、1985年に建築された東館、西館についてはとも
に築30年を超え、漏水箇所や不具合箇所が生じてい
る。今後は、計画的に修繕を実施するとともに、建て
替えを視野に入れた経営計画を検討していく必要があ
る。
　また、機械備品減価償却率が高く、機械の老朽化が
進んでいるため、収支のバランスを踏まえ、計画的に
機械を更新する必要がある。
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23,475 23,857

66.6 66.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 91.2 94.9 101.2 107.2 平均値87.7 82.5 79.7 79.6 77.9 平均値 68.6 67.4
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53.8 62.1

平均値 97.1 97.7 98.5 98.0 98.4 平均値

12.0 該当数値なし 該当数値なし 当該値 32.1 59.260.6 64.6 67.7 当該値 16.4 9.4

69.0

当該値 99.7 94.1 90.6 103.6 107.4 当該値 71.4 56.2

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　少子高齢化が進んでいる地域事情にあった診療体系
を目指して医師や医療スタッフの確保に努め、人口減
少などの状況から病院運営の見直しを進めている。
　収益面では、患者一人当たりの収益が近年平均値を
下回っている。地域の状況から慢性期医療病院として
の特色を有するため、その傾向が続く可能性が高い。
　しかしながら、地域の構造的な要因もあり病床利用
率が70％の目標に届かず、診療体系から診療単価も上
がらないため、医業収益の伸びが鈍い。
　今後も、地域医療構想の当院の役割を考え病棟の再
編などの経営改善に努めていく。
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57.3
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　当院は長野県下伊那南部地域の中核病院、へき地医
療拠点病院、救急告示病院として、地域住民の疾病予
防、早期発見、治癒及び救急患者の対応に寄与してい
る。
　さらに、交通事情や地域ニーズに合った巡回診療
や、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリなどの在宅医
療にも力を入れた地域医療を提供している。
　また、併設の阿南介護老人保健施設とも連携し、医
療と福祉の切れ目のないサービスを提供している。

- 10,994 第１種該当 １０：１ 85 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 12 - ド 透 訓 救 臨 へ 輪 - - 85

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 85

経営比較分析表（平成28年度決算）
長野県地方独立行政法人長野県立病院機構　阿南病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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